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はじめに：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
記憶を忘れてしまう事に不安を感じ、１人でいる事が淋しく、家族の名前を呼び続ける周辺症状のある利用者の方に、家族と共にリフレクソロジーを実施した。その効果を報告する。

方法：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
家族とスタッフで、リフレクソロジーのマッサージ方法について学び、１ヶ月間実施した。リフレクソロジー実施前と施行期間中の行動を比較検討した。

結果：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

マッサージ中は、リラックスされ、マッサージ後数時間は家族の名前を呼ぶ等の周辺症状はみられなかった。下肢の血行が良くなったり、頭痛、肩こりが軽減する等、健康面での変化が見られた。

考察：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

マッサージによるタッチング効果で安心感を与える事が出来、周辺症状が数時間落着いたと思われる。末梢循環の悪い高齢者にとって、下肢の血行を良くする事により、健康維持・促進に役立つ事がわかった。

まとめ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
リフレクソロジーの実施により、一時的に周辺症状の軽減に効果がみられた。

利用者の健康維持・促進にも繋がるケアである事がわかった。

